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１．下笠の歴史 

中 大 兄 皇 子
なかのおおえのおうじ

（天智
てんじ

天皇）が蘇
そ

我
が

氏
し

を 亡
ほろ

ぼし中央集権国家としての基礎固めをしたのが大化の改新である。

壬 申
じんしん

の乱は、天智天皇（626～672）の皇子
おうじ

・ 大
おお

友
ともの

皇子（648～672）に対し、天智の弟で大友の叔
お

父
じ

にあたる

大
おお

海
あま

人
の

皇子（天武
てんむ

天皇）（？～686）が、天武天皇元年（672）に兵を挙
あ

げた、日本の古代史上最大の 戦
せん

乱
らん

である。

天智天皇には後
こう

継
けい

者として子の大友皇子と弟の大海人皇子が並んでいたが、天智天皇の死後、都の大豪族が大友皇

子をもりたてて弘
こう

文
ぶん

天皇とした。 

大海人皇子は謀反
むほん

を 企
たくら

んだと思われるのを 嫌
きら

い都を離れて吉野に移ったが、大友皇子方との関係が悪化したの

で、６７２年（壬申）６月２４日吉野から素早くに美濃へ移った。美濃国「安
あ

八
はち

磨
まの

郡
こおり

」には皇子の湯沐邑
ゆのむら

（皇
こう

族
ぞく

の領地）

があり、湯
ゆ

沐
のう

令
ながし

（管理人のこと）の 多 臣 品 治
おおのおみほむじ

がまず挙
きょ

兵
へい

し、大海人皇子らの部隊に美濃の将兵は加わって勝利

した。大海人皇子は即位して天武天皇となり、 律
りつ

令
りょう

制度の整備や中央集権化を推し進めた。美濃は天武天皇に味方

することにより、新政の施策はよく徹底した。その一つとして条里制的遺
い

制
せい

の名称が地名として多く現存する。沢田に丁

田、鷲巣・横屋・直江に一町田があり、上之郷に一丁貝戸、下笠に五町田の字名がある。また飯ノ木・船附に五反田、鷲

巣に四反田・三反割、西岩道に六反長、中に三反田の字名がある。 

奈良時代の中期、 笠
かさの

朝
あ

臣
そん

麻呂
ま ろ

（朝臣は官職名）は、 慶
けい

雲
うん

３年（７０６年）から、和銅
わどう

３年（７１０年）の再任を経て、養

老４年（７２０年）まで文武
もんむ

朝
ちょう

末
すえ

から 元
げん

明
めい

・ 元
げん

正
しょう

朝の三朝１４年間にわたり美濃
み の

守
のかみ

（国
こく

司
し

）を務めた。任期中の

和銅２年（７０９年） 藤
ふじ

原
わらの

房
ふさ

前
さき

により東海道・東山道諸国に対する行政 監
かん

察
さつ

が行われた際、尾
お

張
わりの

守
かみ

・佐伯
さえき

大
のおお

麻呂
ま ろ

らと共に国司としての 実 績
じっせき

を 賞
しょう

されて、功
こう

田
でん

（ 特 別
とくべつ

勲 功
くんこう

者へ与えられた田地）１１町・穀
こく

２００石（１石＝

約１80L）・ 衣
ころも

一
ひと

襲
かさね

を与えられた。さらに、和銅７年（７１４年）には吉
き

蘇
そ

路
じ

（木曽路）を開通させた 褒 賞
ほうしょう

として朝廷

から封
ふ

戸
こ

（公民の戸の支給制度）７０戸・功田６町を与えられた。またこの間の元明朝において、和銅元年（７０８年）以前

従
じゅ

五
ご

位
い

上、和銅４年（７１１年） 正 五 位 上
しょうごいのじょう

、和銅
わどう

６年（７１３年）従四位下
じゅしいのげ

と順調に昇進した。元正朝に入ると、 霊
れい

亀
き

２

年（７１６年）尾張
おわり

守
のかみ

を兼ね、養老３年（７１９年）按察使
あ ぜ ち

（地方行政監督機関）が設置されると、これを兼ねて尾張・三

河・信濃の各国を 管 轄
かんかつ

した。また、霊亀３年（７１７年）９月、元正天皇の美濃への行幸と養老改元については、笠麻呂の

果たした役割が大きかったと考えられており、多度山美
び

泉
せん

行
ぎょう

幸
こう

の後に従四位上に 昇
しょう

叙
じょ

（上級の 官
かん

職
しょく

等
とう

を 授
さず

け

られること）されている。養老 4 年（720 年）右
う

大
だい

弁
べん

（ 朝
ちょう

廷
てい

の最高行政機関である太
だ

政
じょう

官
かん

の官位の１つ）に任ぜ

られて京の都の 官
かん

吏
り

（役人）に戻った。 

養老５年（７２１年）に元明上皇の病気に際して、その 平
へい

癒
ゆ

を祈るために 勅
ちょく

命
めい

で男女 100 人に出家が命ぜられると、

麻呂も出家を請
こ

うて許され 満
まん

誓
ぜい

と 号
ごう

した。 

この地方に笠のつく地名が 散
さん

見
けん

されるのは、 笠
かさの

麻
ま

呂
ろ

の笠の字を一文字とり地域の名前にしたとも考えられる。 

 

関ケ原の戦後 慶
けい

長
ちょう

５年（1600）、大名領・ 旗
はた

本
もと

（徳川将軍直属の中

級武士）領にならなかった土地は幕府 直
ちょっ

轄
かつ

領
りょう

とされた。美濃国におけ

る幕府領の支配は、合戦終了直後は間
ま

宮
みや

彦
ひこ

次
じ

郎
ろう

・ 諸
もろ

星
ぼし

藤
とう

兵
べ

衛
え

・

栗 原
くりはら

（右
う

衛
え

門
もんの

尉
じょう

）（律令制の官位、右衛門府の三等官）などの 代
だい

官
かん

衆
しゅう

が行なったが、翌
よく

慶長６年（１６０１）以降は、代官 頭
がしら

であり美濃

国奉行の大久保（石 見
いわみ

守
のかみ

） 長
なが

安
やす

が支配した。 

大久保長安は岐阜 靭 屋
うつぼや

町に 陣
じん

屋
や

を 創 設
そうせつ

し、美濃国内の政治・経

済・軍事上の拠点を 直 轄
ちょっかつ

領とした。そして大久保長安とその配下の代

官山田（右
う

衛
え

門
もんの

尉
じょう

）直時・栗原（右衛門尉）盛清・徳永左 馬 助
さまのすけ

(左馬

寮
りょう

の次官
じかん

) 昌
まさ

重
しげ

・林（ 丹
たん

波
ばの

守
かみ

）勝正・岡田（ 将
しょう

監
げん

）（近衛府
このえふ

の三

村名 石高

栗笠村 ５８４石１斗５升３合

舟付村 ７０２石９升

下笠村 ４５９石８斗

大野村 １１３石９斗

烏江村 ２５６石２斗

飯田村 １８８石７斗７升３合

江月村 ７５３石８斗

口ケ嶋村 ４５９石５斗５升

徳永昌重
まさしげ

が支配した養老町の村
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等官、または相当の武
ぶ

家
け

官
かん

位
い

。） 善
よし

同
あつ

・遠 山 久 兵 衛 友 政
とおやまきゅうべえともまさ

・山村 甚
じん

兵
べ

衛
え

良
よし

安
やす

などが７万３０００石余の 直
ちょっ

轄
かつ

地
ち

を支配した。そのうち現養老地方においては、徳永昌重(美濃高須
たかす

藩 主
はんしゅ

)が次表の８ヵ村高３５５４石２斗６升６合を

支配した。しかし慶長１７年（1612）に徳永昌重の父 寿
とし

昌
まさ

が死去したため、高須藩主(大名)の家督
かとく

を継ぐ（ 相 続
そうぞく

する）

必要性からか代官職を辞
じ

している。 

元
げん

和
な

元年（１６１5）では、養老地方は昌重から引き継いだ石原 清
せい

左
ざ

衛
え

門
もん

一
かず

重
しげ

の支配下となっている。石原清左

衛門は、もと武田氏家臣であったが、家康に 仕
つか

えて 代
だい

官
かん

として活躍した。 陣
じん

屋
や

（役所が置かれた建物）は、はじめ可
か

児
に

郡
ぐん

兼
かね

山
やま

にあり、次に郡 上
ぐじょう

郡上
こう

有
ず

知
ち

におかれていたが、元和元年上有知が尾
お

張
わり

藩
はん

領
りょう

となったため多
た

芸
ぎ

郡下笠

村へ移された。その後 元
げん

和
な

５年（1619）に、舟付・栗笠・烏江・下笠等は尾張領となったが、陣屋はそのまま下笠におか

れ、 正
まさ

重
しげ

（寛永１０年〜明暦２年、1634-1656）、 正
まさ

永
なが

（明暦２年〜 延
えん

宝
ぽう

３年、1656-1674）と続いた。しかし、元禄

１２年（1699） 正
まさ

利
とし

の代に伊勢国四 日 市
よっかいち

へ移された。その間 正
しょう

保
ほう

年間（１６４４-1648）には段海村・祖父江村・横屋

村新田を支配したり、 元
げん

禄
ろく

四年（１６９１）７月２６日 越
えち

前
ぜん

へ 転
てん

封
ぽう

(支配する土地の変更)になった小
お

笠
がさ

原
わら

貞
さだ

信
のぶ

の

跡地
あとち

を支配したりした。 陣
じん

屋
や

趾
あと

は代官屋敷といわれており、八反歩一筆(８反＝7920ｍ２＝８９ｍ四方相当の面積)の

大きな地所で、字東江下にあったが、今は次第に民家が建てられている。 

 

慶 長
けいちょう

１２年（１６０７） 閏
うるう

４月尾張一円を所
しょ

領
りょう

として成立した尾張藩は、同１７年羽栗郡竹

ケ鼻村他７か村７５００石、ついで 元
げん

和
な

元年（１６１

５）には可児郡 錦 織
にしきおり

村他６２か村３万２千石

余、同５年（1619）には多芸郡 蛇
じゃ

持
もち

村他１４１カ

村４万８千石余と美濃国内の村々を尾張藩領に

編入していった。その結果、尾張藩領６１万９５００

石余のうち美濃国内にある尾張藩領が１２万７０４

３石余を占め、美濃国内藩最大の大垣藩をはる

かに超えていた。 

元和５年９月１６日から尾張藩となった現養老

町内の村々は次表の通りである。 

 

濃
のう

陽
よう

志
し

略
りゃく

（ 濃 州 史 略
のうしゅうしりゃく

、１７５６年完成）に田中喜
き

兵
へ

衞
え

の下笠城(１５５０～１６００年頃か)があったが、そのあとは

民家となっていると記されている。養老郡史によると田中喜兵衞は 文
ぶん

禄
ろく

の役(文禄１年(１５９３))に加
か

藤
とう

清
きよ

正
まさ

らと共に

朝
ちょう

鮮
せん

出
しゅっ

兵
ぺい

しているので、この頃の城である。城は下笠代官所、素戔嗚
すさのお

神社付近にあったとされるが定かではない。 

 

元和
げんな

年中（1615〜1624）新田開発、 寛 永
かんえい

１３年（1636）検地、同１９年 除 内
よげうち

検地、 慶 安
けいあん

４年（1651）本田検地、

享 保
きょうほう

１２年（1727）新田検地を受けている。 

 

濃
のう

州
しゅう

徇
じゅん

行
こう

記
き

に『 此
この

村
むら

は 中 堤
なかつつみ

一 円
いちえん

押
おし

回
まわし

せり(地域全体一周していること)。此堤は東の方伊
い

尾
び

川(揖

斐川)の堤よりつづき、根古地、大場、有尾
ありお

の 界
さかい

を囲り、又西より北へ 屈 曲
くっきょく

してつづく。 民
みん

居
きょ

はすべて堤に沿い、７

ヶ処
しょ

ほどにわかれる。三ッ屋、 懐
ふところ

、 構
かまえ

、西江下
にしえげ

、東江下、和田、野崎という。本田は中堤の内外にあり。字を内本田、

外本田と云、内本田には田１１町６ 反
たん

４畝
せ

２１歩
ぶ

、 畠
はた

１３町９反２畝７歩あり。外本田には田１町６反３畝３歩、畠１２町４反９

畝２６歩あり。畠７歩堤敷地引
ふじびき

也。村東へ付、伊尾川までの間東西４７-４８町(約５．２㎞)ほどの間は一円新田也。字を

除
よけ

上
がみ

田
た

面
づら

、 除
よげ

下
しも

田面、 除
よげ

内
うち

田面という。除上には田５１町６反３畝、除下には２４町６反２畝２歩、除内には１３町８

反８畝２６歩あり。其内畠６町３反２７歩あり。本田は 村
むら

傍
そば

にて地
ち

高
たか

し。新田は中通り 故
ゆえ

地
ち

卑
いやし

く(不毛の土地)、年毎

村名 石高

栗笠村 60４石１斗５升３合

舟付村 ７10石９升

下笠村 ４５０石

大野村 １１９石９斗

烏江村 ２５２石６斗

江月村 ７５５石８斗

蛇持村 ４２３石４斗７升５合

西岩道村 ４５６石７斗９升

飯田村の内 ８７４石２斗６升５合

口ケ島村の内 ４９５石５斗５升

元和５年（1619）９月１６日から尾張藩となった現養老町内の村々
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に 水 深
みずふかく

溜
たま

りし、 旱
ひでり

年ならでは実りがたし(日照り年以外は実らない)。されば 高
だか

１２９４石１斗３升２合の内１０９３石

５斗４升、此田畠８４町９反５畝（田８２町５反６畝、畠２町３反９畝）、 水 損
すいそん

の分(水害不作分)、 寛
かん

延
えん

元
がん

辰
しん

年
ねん

（1748）

より御代官検見
け み

の上三役銀引高に立来れり。此村は村立大体よき処(村の経済状態が良い)にて 頭
かしら

百 姓
びゃくしょう

も余程
よほど

(多数)あり。其内構の田中權之右衞門
ごんのえもん

、和田の小野作兵衞富
ふ

戸
こ

（豊かな家）也。庄屋は３人あり。田中文左衞門、彦作、

常三郎と云、高に 准
じゅん

じては（石高比例した数より） 耕
こう

夫
ふ

多き処にて、他村の田地を作ると也。農事のみを以て世産(産

業のこと)とす。民居も先年は皆平地に 住
じゅう

せしが、水害を恐れ、今は皆 堤
てい

上
じょう

へのぼりしと云。外本田高１５石７斗余と

未新田１３８石９斗余の処は、堤外なれども、地高にして田麦を一円 蒔
まき

付
つけ

る也。 然
しか

し津屋川決壊すれば此あたり水

溢
あふれ

入
い

る。村東に細池とて大きなる池あり。是は大野、舟付、下笠其外上村、悪水江の 落
おち

溜
だまり

也。此さき中堤に 杁
いり

(水

門)四 艘
そう

あり。此水は小坪の杁へ 落
おつ

』 

とあるが、この 悪
あく

水
すい

落
おち

江
え

が今の五三 落
おち

江
え

であって、笠郷地区住民の生命線であった。いわゆる「八通証文」に見ら

れるように、低湿地帯住民の水害との戦いが 偲
しの

ばれる。堀田や池が多かったので、明治１４年には三間耕作舟（５．５m

程度の農作業舟）を１７０ 艘
そう

所有していた。 

 

下笠は、石原清左衞門支配途中の元和五年（１６１９）尾張領となり、のち尾張藩付家老今尾藩主竹腰氏の所領となって

明治維新にいたった。 

 

明治以降の笠郷地区沿革  (参考:一石は米約１５０ｋｇ) 

 

  

明治元年
村名

幕末
領主名

旧県名
明治元年

石高

船附村 今尾藩 今尾県 1993 船附村 船着村 笠郷村 養老町

大野村 今尾藩 今尾県 179 大野村 M22.7.1合併 明治30.4.2 昭和29.11.3

栗笠村 今尾藩 今尾県 978 合併 合併

下笠村 今尾藩 今尾県 1816

上之郷村 幕僚大垣預 笠松県 616

沿革

栗笠村

下笠村

上之郷村
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２．下笠代官所と石原 清
せい

左
ざ

衛門
えもん

 

石原清左衛門は、もと 武
たけ

田
だ

氏
うじ

家
か

臣
しん

であったが、家康に仕えて代官として活躍した。 陣
じん

屋
や

ははじめ可
か

児
に

郡
ぐん

兼
かね

山
やま

に

あり、ついで郡
ぐ

上
じょう

郡
ぐん

上
こう

有
ず

知
ち

におかれていたが、 元
げん

和
な

元年（１６１5）上有知が尾
お

張
わり

藩
はん

領
りょう

となるにおよんで多
た

芸
ぎ

郡
ぐん

下笠村へ移された。その後元和五年（１６１９）に、舟付・栗笠・烏江・下笠などは尾張領となったが、陣屋はそのまま下笠に

おかれ、 正
まさ

重
しげ

（寛永１０年〜明暦２年、1634-1656）、 正
まさ

永
なが

（明暦２年〜延宝３年、1656-1674）と続いた。しかし、元

禄１２年（１６９９） 正
まさ

利
とし

４０歳の時に伊勢国四日市へ移された。その間 正
しょう

保
ほう

年間には段海村・祖父江村・横屋村新田を

支配したり、越前へ 転
てん

封
ぽう

（領地を他へ移されること）になった小
お

笠
がさ

原
わら

貞
さだ

信
のぶ

の 跡
あと

地
ち

を支配したりした。 陣
じん

屋
や

趾
あと

は代

官屋敷といわれており、八反歩一筆(８反＝7920ｍ２＝８９ｍ四方相当の面積)の大きな地所で、字東江下にあったが、

今は次第に民家が建てられている。下笠１４５７番地の北側は下笠代官屋敷跡である。さらにその北側は昔の刑の処
しょ

刑
けい

場があった。馬場(乗馬の練習場)もあった。 

養老郡志に、『享和３年（1803）７月石原庄三郎支配人弥太郎より碓井清八郎へ差上げたる覚書によれば「石原清左

衞門と申すもの代官として元和年中下笠村に移住し、元禄１２卯（1699）夏 勢 州
ぜいしゅう

四日市へ陣屋 替
がえ

仰
おおせ

付
つけ

られ、

正 徳
しょうとく

4 年（1714）夏四日市より 上
かみ

方
がた

（大阪）へ引越、 場 所 替 被 仰 付
ばしょがえおおせつけられ

、 但
ただし

屋敷
やしき

は 京
きょう

三 條
さんじょう

に 有 之 候
これありそうろう

。

寛
かん

保
ぽう

３年（174３）大津へ陣屋替仰付られ候、斯
か

くて下笠村御陣屋 凡
おおよそ

80 年余に候。清左衞門在中は御料

村 支 配 被 成
むらしはいなられ

、御支配の内下笠村新田御開発 被 成 候
なられそうろう

に付、家来百姓 扣
ひかえ

地
ち

（控地、予備地のこと）等も出来

仕 候
つかまつりそうろう

。勢州に御引越に 相 成
あいなり

候に付、下笠村家来百姓 扣 地
ひかえち

等の義、尾州様に 御 伺 被 成 候 処
おうかがいなられそうろうところ

、

先
せん

規
き

の 通
とおり

と御座候に付、前々通り御 指 置
さしおき

被成
なられ

候
そうろう

(その様にする)。下笠村 惣
そう

百
びゃく

姓
しょう

(本百姓、租税を払う百

姓)と石原清左衞門殿家来
けらい

百姓入交り居候へ共、組方相分り、 則
すなわ

ち家中組と 相
あい

唱
とな

へ候。村方惣百姓は尾州様より

御普請 被 仰 下 候
おおせられくだされそうろう

度
たび

毎
ごと

に３日後御 仕 払
しはらい

被 遊
あそばされ

候へ共、家中組(上級武士家
か

臣
しん

団)百姓は前々より

御 除
おんのぞ

き（年貢
ねんぐ

諸 役
しょやく

免除）御座候。御同人屋敷 竝
ならび

家来百姓共は、竹役等も御除き（竹の切り出し役免除）御座候。

入水或は水損困窮の節は、御同人百姓の分は、御同人より夫食手当等有之候。石原清左衞門家来百姓、先年は 50 軒

余も御座候所、追々尾州様へ御願の上、並百姓に 相 成
あいなり

候て、当時２４軒に相成候」』 

とあり、又濃州徇行記には「今（宝暦年間、1751～1764）家 255 戸、男女 1409 人、馬 25 匹。此村の内、石原清左

衞門被
ひ

官
かん

百姓家（主人に隷属した下級百姓） 廿
にじゅう

四
よん

戸、男女 111 人、馬 1 匹。古石原氏御役宅(代官所) 此
この

村
むら

にあ

り、今に 其
その

あとあり、されば被官百姓東江下というところにあり、手代
てだい

(代官の下役)、家来の末(末裔、子孫)にて今に大

× 
処刑場 

代官屋敷の堀 

馬場 

素戔嗚神社 

早戸神社 

山車道 

早戸神社～ 
素戔嗚神社 

西江下 

東江下 

。 。 
。 
。 

下笠代官所地図 
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津より 宗
しゅう

門
もん

改
あらため

（ 信
しん

仰
こう

宗
しゅう

教
きょう

調査）ある 由
よし

」と記されているが、被官百姓は石原家から特別の庇
ひ

護
ご

を受け、並

百姓とはちがった待遇にあったようであるが、石原氏が下笠を去ってからは、次第に並百姓に成って数も減り、文政６年

（1823）には 16 軒、74 人になっている。現在御家中組の子孫は東江下などに住んでいる。 

 

中島家は、石原清左衛門氏の家臣団の内の一家だった。清左衛門の菩
ぼ

提
だい

寺
じ

は美濃市の 清
せい

泰
たい

寺
じ

（美濃市殿町

1439-1）である。石原氏は養老下笠の後は四日市、大津へと移っていったが、中島家のように、養老町にとどまる家臣

もいた。 

税を取り立てる代官側と税を払う住民側では中々うまくいかなかった。早戸神社は下笠字西江下に 祀
まつ

られており、代

官石原清左衛門が 崇
すう

拝
はい

していた。そのため代官の住んでいた東地域がお祭りの中心になっていたが、明治に立場が

逆転した。その時に石原氏家臣の 末
まつ

裔
えい

側が早戸神社は地元の人に委ね、独自に素
す

盞
さ

嗚
のお

神社を祀った。 

石原清左衛門の家臣、小野氏、北垣氏が下笠を管理していた。下笠には代官石原清左衛門についてきた家臣団も住

んだ。江戸時代に武士だった家が、後に地主となった家も多い。 
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３. 早
はや

戸
と

神社 

（住所）  下笠字西江下 1489 番地 

（ 創
そう

建
けん

）  不 詳
ふしょう

 

（祭礼情報）  １０月５日に近い日曜日を早戸神社例大祭の「本楽」、以前は１０月５日 

（主
しゅ

祭
さい

神
じん

）  天
あめの

手
た

力
ぢから

男
おの

命
みこと

と伝わる 

 

〇創立年月不詳であるが先祖からの伝える 処
ところ

に依
よ

れば、大昔に信徒の有志が相談して社地を寄付して創立したとの話

だが、明治初年の大洪水で神社の古文書が流失して 詳
つまび

らかでない。 

 

〇 天
あめの

手
た

力
ぢから

男
おの

命
みこと

とは、「 高
たか

天
まが

原
はら

での須佐之男命
すさのおのみこと

の乱暴な行いを悲しまれた 天
あま

照
てらす

大
おお

御
み

神
かみ

が、 天
あまの

岩
いわ

戸
と

に隠れてしまわれ、世の中は暗闇になった。そこで多くの神々が集まり、天照大御神を天岩戸からお出ししようと 様 々
さまざま

試
こころ

みたところ、天照大御神が外の様子を 窺
うかが

おうと顔をのぞかせた。天手力男命は、その間に重い天岩戸をさっと引

き開けて、天照大御神を外にお出しした、太陽の復活を連想させる力強くたくましい神」とされるため、日本各地の神楽
かぐら

で登場する。 

 

〇元和元年（1615）から元禄１２年（１６９９）まで８０余年間下笠陣屋で幕府の代官を勤めていた石原清左衞門家４代の早

戸神社への信仰心が 篤
あつ

かったと伝わる。 

 

〇早戸神社は下笠字西江下に 祀
まつ

られており、代官石原清左衛門が 崇
すう

拝
はい

していた。そのため代官の住んでいた東江下地

域がお祭りの中心になっていたが、明治に立場が逆転した。その時に石原氏家
か

臣
しん

の 末
まつ

裔
えい

側が早戸神社は地元の人に

委
ゆだ

ね、独自に素
す

盞
さ

嗚
のお

神社を祀った。 

〇早戸神社は下笠の中と北でお守りをしている。中は平成２２年現在、西江
え

下
げ

・東江下・中村・和田・中島に分かれるが、昭

和２０年代までは、東江下は仲間にいれてもらえなかった。お祭りも、昔は１０月４日だったが、東江下だけは次の日にや

った。伊勢湾台風前後にお宮の 改 築
かいちく

をしたが、それをきっかけに祭りの日も同じにして仲間に入った。 

 

〇下笠の早戸神社の秋祭りは１０月の第１土曜日である。下笠ではデンガラカシの打ち手がたくさんいる。デンガラカシは一

曲のみで、下笠地区では中島地域が熱心に太鼓に取り組んでいる。西江下・東江下・中村・和田・中島などの部落がそれ

ぞれ自分の部落の 太
たい

鼓
こ

を引っ張って、笛を吹きながら練り歩く。時間を決めて合流し、全員 揃
そろ

ってお宮に行く。「白川」、

「どじょう」、「デンガラカシ」の 3 種類の踊りがある。栗笠の 富
とみ

永
なが

日
ひ

出
で

子
こ

氏
し

が踊りの指導を笠郷小学校の体育館で行っ

ていた。また、秋祭りでは書き 行
あん

灯
どん

を組み立てて、絵を描いた。最近は子供が参加して願い事などを書いている。それ

まで、昭和２０年代は大人の行事だった。やがて青年団の作業となり、青年団が無くなってからは村の人の作業となった。

書き行灯は、昔は全部で２４張
は

り釣
つ

って、太鼓の合図で落として 奪
うば

い合いをした。中々まともな形のものは取れなかった

が、取れたものは床
とこ

の間に 飾
かざ

った。この行灯の 奪
うば

い合いがどういった 経
けい

緯
い

で始まったのかは不明である。書き行灯

は左
さ

義
ぎ

長
ちょう

で燃やしていたが、今は左義長を行っていない。 

 

〇昔の下笠では１０月５日の早戸神社の 祭
さい

典
てん

準
じゅん

備
び

で、１０月１日から集会所に若い衆が詰めた。祭りの後は後始末をす

るが、家に帰ると仕事で使われてしまうので、１週間泊まり込みで行った。祭典費用は、和田には４軒とその４軒の 分
ぶん

家
け

が３軒あり、計７軒でほとんどの費用を出した。その費用で、食事などを 賄
まかな

った。 
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〇昭和 20 年代～30 年代は、年末年始の 31 日、1 日は社
しゃ

殿
でん

が開いており、青年団（神社係）が盗
とう

難
なん

防
ぼう

止
し

のため、泊
と

まり込みで不
ふ

寝
しん

番
ばん

をした。泊まり込みの時の食事は、地主の家から御
ご

馳
ち

走
そう

を 重
じゅう

箱
ばこ

に詰
つ

めてもらった。野
や

菜
さい

が多く、

芋
いも

、 蓮
れん

根
こん

、 蒟 蒻
こんにゃく

などの煮
に

付
つ

けだった。１月１日は 篝
かがり

火
び

をたいた。 

 

 

〇早戸神社の 修 復
しゅうふく

記録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 境
けい

内
だい

社
しゃ

 

① 「御
お

鍬
くわ

神社」は 豊
とよ

受
うけ

姫
びめの

命
みこと

を 祀
まつ

り、神名の「ウケ」は食物のことで、食物・穀物を 司
つかさど

る女神であること

から農業の 守
しゅ

護
ご

神
しん

ともされる。 由 緒
ゆいしょ

は不
ふ

詳
しょう

。豊受姫命は、 豊
とよ

受
うけ

大
だい

神
じん

宮
ぐう

（伊勢神宮外
げ

宮
くう

）に 奉
ほう

祀
し

（おま

つりすること）される、 豊
とよ

受
うけの

大
おお

神
かみ

として知られている。 

② 「御
み

霊
たま

神社」は氏子の戦病死者を祀り、由緒は不詳  

寛保
かんぽう

元年（1741） 修復

寛政
かんせい

３年（1791） 葺
ふ

き替
か

え

享和
きょうわ

３年（1803） 葺き替え

文化１２年（１８１５） 葺き替え

弘化
こうか

４年（１８４７） 葺き替え

文久
ぶんきゅう

２年（１８６２） 葺き替え

慶応３年（１８６７） 御社
おんしゃ

   立替の棟札
むなふだ

   （建物の建築等の記録として、建物内部の高所に取り付けた札
ふだ

）あり

大正１１年（１９２２）
高麗狗
こまいぬ

(狛犬
こまいぬ

；神社・仏寺
ぶつじ

の門前等に置かれた獣形
じゅうぎょう

の像)、石灯籠
いしどうろう

(火を灯
とも

して道に

迷わないための塔)、鳥居
とりい

等設置

昭和２７年（１９５２） 鳥居、御手洗所建設

昭和２８年（１９５３） 幣殿
へいでん

　 （幣帛
へいはく

　 （神前
しんぜん

への供
く

物
もつ

）や、献上物
けんじょうぶつ

 　　 を授受
じゅじゅ

する建物）、拝殿
はいでん

    建設
けんせつ

昭和３０年（１９５5） 本殿
ほんでん

   (神殿
しんでん

  ：御神体
ごしんたい

　を安置
あんち

する場所・建物)改造
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４．八幡神社 

（住所）  下笠字三ツ屋 2223 番地の 1 

（ 創 建
そうけん

）  不詳 

（祭礼情報）  １０月５日に近い日曜日を八幡神社例大祭の「 本 楽
ほんがく

」、以前は１０月５日 

（主
しゅ

祭
さい

神
じん

）  応
おう

神
じん

天
てん

皇
のう

、比
ひ

咩
めの

神
かみ

、 神
じん

功
ぐう

皇
こう

后
ごう

、（注：応神天皇は神功皇后の子） 

(比咩神 ： 特定の神の名前ではなく、主祭神の妻や娘、あるいは関係の深い女神を指す) 

 

〇創立年月日不詳であるが、里
り

老
ろう

（庄屋）の口
こう

碑
ひ

(言い伝え)に依
よ

れば、往古（大昔） 崇 敬 者
すうけいしゃ

の寄付により 創 設
そうせつ

された

が 其
その

詳
しょう

細
さい

詳
つまびら

かではない。 

 

〇本殿に 正
しょう

徳
とく

５年（1715）の 棟
むな

札
ふだ

があると伝わる。八幡神社の旧拝殿は嘉永 6 年（1853）に建てられた。八幡神社の

拝殿の前に灯
とう

篭
ろう

が一対ある。向かって右側の灯篭には 享 保
きょうほう

９年（1724）、左側の灯篭には明 和
めいわ

５年（1768）と書か

れている。洪水や地震など何かあって４０年くらい差ができたのではないか。最初は両方揃っていたが片方が倒れたり水

で流されたりして新しく片方だけ作り直したのであろう。石の材質も左右で異なる。八幡神社は以前は下笠輪中堤防上

に建っていたが、終戦後の土地改良で堤防の土を池の埋め立てに使う為三ツ屋から懐の北部、大場の八幡神社あたり

までの堤防が取り壊された。それに 伴
ともな

って三ツ屋の八幡神社も昭和２７年（1952）頃に下に降ろされて平坦にした地

面上に 祀
まつ

られた。境内の面積は堤防上に祀られていた時の倍くらいになった。お祭りの「でんがらがし」はどこでも同じ

様な踊りだが、三ツ屋の八幡神社には 大
おお

神
かぐ

楽
ら

があった。伊勢神楽の流れを引いていたかもしれない。神社で行われた

獅子舞用の 頭
かしら

が２体あったが、昭和３４年の伊勢湾台風で流されてしまった。獅子舞は明治の終わり頃までは毎年７

月の土曜日に行っていたが昭和の始めには既に行われていなかったらしい。毎年境内で１月に 粥
かゆ

占
うらな

いを行う。昔は

灯篭の頭（ 宝 珠
ほうじゅ

部分）を 釜
かま

の 蓋
ふた

の 重
おも

石
し

にしてお 粥
かゆ

を焚
た

いたこともあったようだ。  
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５．八
や

剣
つるぎ

神社 

（住所）  下笠字上市場２９１番地 

（創建） 尾張
おわり

国
のくに

愛
あい

知
ち

郡
ぐん

熱
あつ

田
た

神
じん

宮
ぐう

境内の 八
はっ

剣
けん

宮
ぐう

を 勧 請
かんじょう

（神社の護
ご

符
ふ

（お札）等を 譲
ゆず

り受

け神仏の分身を他の地に移して祭ること）したものと伝わる。創建年月不詳 

（祭礼情報）  １０月５日に近い日曜日が八剱神社例大祭の「本楽」、以前は１０月５日 

（主祭神）  日 本 武 尊
やまとたけるのみこと

 

 

〇 天
あま

照
てらす

大
おお

神
みかみ

の弟、須
す

佐
さ

之
の

男
おの

命
みこと

が 出 雲 国
いずものくに

簸
ひの

川
かわ

(斐
ひ

伊
い

川)の上流に棲
す

む八つの頭と尾を持つ八
や

岐
またの

大
お

蛇
ろち

を

退
たい

治
じ

したとき、尾から 宝
ほう

剣
けん

が出てきた。その 剣
つるぎ

が 天
あめの

叢
むら

雲
くもの

剣
つるぎ

で、八岐大蛇にちなみ八
や

剣
つるぎ

とも呼ばれた。

日本武尊はこの宝剣を持ち東国の 征
せい

討
とう

（攻め込んで相手を討
う

つこと）に向かい、火攻めに遭
あ

ったとき、この剣で草火を

薙
な

ぎ 払
はら

い、反対に敵を焼き 退
しりぞ

けたことから草
くさ

薙
なぎの

剣
つるぎ

とも呼ばれる。日本武尊はこの剣を持たずに伊吹山の神と戦

い負傷したのが原因となり命を失った。草薙剣は 皇
おう

子
じ

の死後、 尾
おわり

張
わりの

国
くに

の熱田神宮（愛知県名古屋市熱田区神宮）

に安置
あんち

された。 

亡くなるまで日本全国を 平
へい

定
てい

し続けた 勇
ゆう

敢
かん

な日本武尊を 讃
たた

えて八剣宮を 創
そう

建
けん

したと思われる。 

 

〇八剣神社の修復記録等 

 

 

 

 

 

 

 

・ 明
めい

和
わ

５年(１７６８)５月の 石
いし

灯
どう

籠
ろう

(火を 灯
とも

して道に迷わないための塔)がある。 

・ 万
まん

延
えん

元年(１８６０)１０月の石灯籠がある。  

元禄
げんろく

  １５年（1702） 造営
ぞうえい

  の棟札
むなふだ

  あり

明治１３年（1880） 神殿改造

明治２９年（18９６） ９月１０日洪水の時、神殿流失

明治３１年（１８９８） ５月１０日神殿造営、落成
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６．素
す

戔
さ

嗚
のお

神社( 天 王
てんのう

さん) 

（住所）  下笠 

（創建） 創
そう

建
けん

年月不
ふ

詳
しょう

 

（祭礼情報） 

（主 祭 神
さいじん

）  牛
ご

頭
ず

天
てん

王
のう

（ 神
しん

仏
ぶつ

習
しゅう

合
ごう

における素
す

戔
さ

嗚
のおの

尊
みこと

の仏教名） 

 

〇早戸神社は下笠字西江下に 祀
まつ

られており、 代 官
だいかん

石原 清
せい

左
ざ

衛
え

門
もん

が 氏
うじ

神
がみ

と 崇
すう

拝
はい

していた。そのため代官の住む東

江下地域がお祭りの中心になっていたが、明治時代になり武士の地位がなくなると同時に西江下の力が大きくなり、早

戸神社の運営は西江下の地元の人に委ね、東江下地域は独自に素戔嗚神社を祀ったのが始まりである。 

牛頭天王は神仏習合による素戔嗚尊の別名である。牛頭天王は 印
いん

度
ど

(インド)の祇
ぎ

園
おん

精
しょう

舎
じゃ

（インドにある 修
しゅ

行
ぎょう

寺
じ

院
いん

名である。釈
しゃ

迦
か

が 説
せっ

法
ぽう

を行った場所であり、 天
てん

竺
じく

(インドのこと)五
ご

精
しょう

舎
じゃ

(５つの修行 僧
そう

院
いん

)の１つ）の 守
しゅ

護
ご

神。京都八
や

坂
さか

神社や津
つ

島
しま

の津島神社の祭神である。 

津島神社は明治初期以前は津島牛頭天王社と言われ、全国の牛頭天王社の本社である。下笠の牛頭天王社も江戸

時代に津島牛頭天王社から御
ご

神
しん

符
ぷ

を受け、下笠の地へ 勧
かん

請
じょう

され 祠
ほこら

を 設
もう

けたと思われる。明治になって神仏 分
ぶん

離
り

の政策によった 廃
はい

仏
ぶつ

毀
き

釈
しゃく

(仏教・寺
じ

院
いん

・ 僧
そう

侶
りょ

の 排
はい

斥
せき

運動)を避
さ

けるため、 神
しん

仏
ぶつ

習
しゅう

合
ごう

（神と仏は 表
ひょう

裏
り

一
いっ

体
たい

の 密
みっ

接
せつ

な関係があること）の 本
ほん

地
ち

垂
すい

迹
じゃく

( 神
しん

道
どう

の神は仏の化
け

身
しん

)説による素戔嗚尊の本地(本来の姿)が牛頭

天王であることから、 社
やしろ

の名前を素戔嗚神社とし、牛頭天王の名前が表に出るのを 隠
かく

したものと思われる。 

 

〇素戔鳴神社には伊
い

勢
せ

大
だい

神
じん

宮
ぐう

、 伏
ふし

見
み

稲
いな

荷
り

、 南
なん

宮
ぐう

大
たい

社
しゃ

の 境
けい

内
だい

社
しゃ

３ 神
しん

が 祀
まつ

られている。 

・伊勢大神宮(向かって右端の 祠
ほこら

（建物）) 

由
ゆい

緒
しょ

は不詳である。 勧
かん

請
じょう

した日付も不詳である。 

伊勢大神宮とは、（伊勢）神宮の 皇
こう

大
たい

神
じん

宮
ぐう

( 内
ない

宮
くう

)と 豊
とよ

受
うけ

大
だい

神
じん

宮
ぐう

(外
げ

宮
くう

)を合わせた 総
そう

称
しょう

であり、伊

勢大神宮の他にも、大神宮などと呼ばれる。伊勢神宮まで 参
さん

拝
ぱい

する代わりに２カ所の御神符を受け、燈
とう

籠
ろう

等
など

の

形の 祠
ほこら

にしたものを大神宮と呼び 祠
ほこら

の社
しゃ

号
ごう

として使用される。 

下笠の 氏
うじ

子
こ

は２名による伊勢 代 参
だいさん

(代表による参拝)を現在まで続けているが昔は、行きは 百
ひゃく

姓
しょう

の 格
かっ

好
こう

で卵を持って行き、途中で費
ひ

用
よう

の足
た

しにし、 戻
もど

りは卵を売ったお金で 紋 付
もんつき

、 袴
はかま

に大小の 脇
わき

差
ざ

し(２本の

刀
かたな

)を差して帰ってきた。現在は各戸から１，０００円を集めて伊勢神宮で「神宮大麻」を買い、神社総代が配って

いる。神宮では「御
み

垣
かき

内
うち

参
さん

拝
ぱい

（特別参拝）」はせず、 一
いっ

般
ぱん

参拝のみ行っている。 

 

・南宮大社(向かって左端の祠) 

由緒は不詳である。勧請した日付も不詳である。 

南宮大社は、以前は 代
だい

参
さん

であったが、平成１０年頃からは養老から近いのでその年の神社の 総
そう

代
だい

全員で参

拝している。 

 

・伏見稲荷(中心の祠内の向かって左側の神社) 

由緒は不詳である。勧請した日付も不詳である。 

稲荷神社の稲荷の意味は「稲が生る」が変化したもの思われ、農業・五穀豊穣の神様であったが次第に商工業

の神でもあるようになった。 

伏見稲荷は総代２名で代参している。  
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７． 寶
ほう

珠
じゅ

山 浄 誓
じょうせい

寺 

（住所） 下笠７６３ 

（ 創
そう

建
けん

） 創建 久
きゅう

寿
じゅ

２年（1155）天台宗 妙
みょう

香
こう

山 寶
ほう

珠
じゅ

院 観 音
かんのん

寺 

文
ぶん

明
めい

11 年（1479）真宗寶珠山浄誓寺に改める 

( 宗
しゅう

派
は

) 真宗大谷派(浄土真宗大谷派は通称) 

(本山) 東本願寺 

（ 本
ほん

尊
ぞん

） 阿
あ

弥
み

陀
だ

如
にょ

来
らい

像 

（ 報
ほう

恩
おん

講
こう

）  

 

寺伝によれば、 久
きゅう

寿
じゅ

２年（1155） 創 建
そうけん

、天台宗に属し妙香山 寶
ほう

珠
じゅ

院 観 音
かんのん

寺と号した。文明１１年（1479）

改 宗
かいしゅう

し浄誓寺と改めた。 明
めい

応
おう

5 年（1496）絵
え

像
ぞう

本
ほん

尊
ぞん

を受け（裏書現存） 正 保
しょうほう

3 年（1646） 宣 如
せんにょ

上 人
しょうにん

(真

宗東本願寺第十三代法主。 慶 長
けいちょう

９年（1604）２月２２日 - 万
まん

治
じ

元年（1658）７月２５日)から 親
しん

鸞
らん

聖
しょう

人
にん

御
み

影
えい

を

受け（裏書現存）、 元 禄
げんろく

5 年（1692） 一 如
いちにょ

上 人
しょうにん

（同第十六代法主。慶安２年（1649）７月１日 - 元禄１３年（1700）

４月１２日）から御
ご

消
しょう

息
そく

(消息は手紙のこと、御が付き真宗の御文
おふみ

を意味する)を 頂 戴
ちょうだい

する（現存）。観音寺と 称
しょう

し

た当時は小字構、小字懐の西の地にあったと伝わる。 文 明
ぶんめい

１３年（1481） に現地に移転した。 永
えい

正
しょう

１４年（1517） 

の 一
いっ

石
せき

五
ご

輪
りん

(一個の石から彫った、上から 宝 珠
ほうじゅ

形＝空輪、半月形＝風輪、三角形（笠形、屋根形）＝火輪、円形＝水

輪、方形＝地輪で構成された五輪塔)がある。 

 

狭
さ

間
ま

とは寺院では本堂の内陣と外陣の境の欄間
らんま

に飾る彫刻を指す。下笠・浄誓寺の本堂の狭間３枚は、 龍
りゅう

が雲の

波間
なみま

に浮んでいる様子を彫ったもので、３匹の龍がそれぞれ違った形で、 眼 光
がんこう

鋭
するど

く玉をねらって浮んでいる様子を

表現している。美濃国 藤
ふじ

原
わら

重
しげ

興
おき

の 銘
めい

があり、 早
はや

瀬
せ

忠
ちゅう

兵
べ

衛
え

（通称 彫
ほり

忠
ちゅう

）の作で養老町の重要有形文化財に

指定される。 

〇早瀬忠兵衛藤原重興（彫忠） ： 彫忠は、 天 明
てんめい

５年（1785）生まれ、 天 保
てんぽう

１１年（１８４０）７月８日に 没
ぼっ

した高田

出身の彫刻師。遺作としては、東町軕
やま
組
ぐみ

（同祭、諸説あり）、蓮光寺（同町直江）、専念寺（同町高田）、浄誓寺（同

町下笠）、在徳寺（柏尾）等がある。彫忠の弟子には、西濃地域で「 民
たみ

弥
や

彫
ぼ

り」の名で活躍した彫刻師の佐竹 民
たみ

弥
や

義
よし

寄
より

がいる。  
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８．弘
ぐ

誓
ぜい

山
ざん

浄
じょう

雲
うん

寺 

（住所） 下笠字中島 634 

（ 創
そう

建
けん

） 創建 建
けん

暦
りゃく

２年（１２１２） 宗
しゅう

祖
そ

親
しん

鸞
らん

法
ほう

子
し

(弟子のこと) 慶
けい

雲
うん

創
そう

建
けん

 

( 宗
しゅう

派
は

) 真宗大谷派(浄土真宗大谷派は通称) 

(本山) 東本願寺 

（ 本
ほん

尊
ぞん

） 阿
あ

弥
み

陀
だ

如
にょ

来
らい

像 

（ 報
ほう

恩
おん

講
こう

）  
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９．下笠 薬
やく

師
し

堂
どう

 

９月の第２日曜日に下笠薬師堂の祭りを下笠区全体で行う。南北朝時代の水害で下笠薬師堂の阿
あ

弥
み

陀
だ

如
にょ

来
らい

像
ぞう

が

知多半島まで流れ、今は 常 滑
とこなめ

市 海
かい

音
おん

寺
じ

で 浜
はま

薬
やく

師
し

として 祀
まつ

られている。返してもらうようかけあった結果、江戸時

代末期に薬師堂に返ってきたのは新しく彫られた小さい仏様であった。海音寺の浜薬師は６０年に１度にしか開帳されな

い秘仏になっており、前回は２０１２年ご開帳された。下笠からはバス 1 台で毎年お参りに行っている。 

 

下 笠
しもかさ

薬師
やくし

如 来
にょらい

の言われは、今から約７００年前の 建
けん

武
む

２年（１３３５年）、中世（南北朝時代）までさかのぼる。昔か

ら下笠地域は地盤
じばん

が低く、大雨の度に 堤
てい

防
ぼう

が 決 壊
けっかい

し、田畑や家が流されるなど、幾度
いくど

も 災 害
さいがい

にあっていた。 建
けん

武
む

２年（１３３５年）の大洪水によって津屋
つ や

川、牧田川の二つの川が氾濫し、当時村にあった薬師如来堂と御
ご

本
ほん

尊
ぞん

も濁流

と共に流され、御本尊は牧田川、揖斐川、木曽川を下り伊
い

勢
せ

湾
わん

を漂い、知多半島の大野海岸に流れ着いたところを発

見されたと言われている。 

 

大野浜薬師如来略縁起(太平洋戦争前に発刊された) 

 

「大 野 浜 薬 師 如 来 略 縁 起
おおのはまやくしにょらいりゃくえんぎ

」によれば、建武２年(１３３５年)、大野郡山田村にしびれ病にかかった子を持つ親子が

おり、父母は悲しんで薬師如来を 信 仰
しんこう

していた。ある時、海から 光 明
こうみょう

が昇るのを見つけ、その海面に薬師如来が現

れたので御堂
おどう

を建立し薬師如来像を安置
あんち

したところ、たちまち 病
やまい

は 回
かい

復
ふく

し歩行できるようになった。また薬師如来

の 盤 石
ばんせき

（基礎の石）は 来
らい

迎
こう

石
せき

と呼ばれ、現在でも海音寺内の 堂 前
どうまえ

に安置されている。大野町海音寺では「大野浜

薬師如来」と 命
めい

名
めい

し現在まで安置されている。その後、何百年も過ぎてから知多
ち た

の海音寺に 祀
まつ

られている浜薬師如

来は、下笠薬師如来とも呼ばれている事を下笠の住人は知ることとなる。海から拾われた薬師如来像に「下笠薬師如来」

と明記
めいき

されていたと考えられるのと、ほとんどの薬師如来像は座
ざ

像
ぞう

であるのに対して、この薬師如来像は立像のため数

大お
お

野の

浜は
ま

薬や
く

師し

如に
ょ

来ら
い

略
り
ゃ
く

縁え
ん

起ぎ 
 

浜は
ま

薬や
く

師し

如に
ょ

来ら
い

は
海か

い

潮
ち
ょ
う

出

現

し
ゅ
つ
げ
ん

の
御ご

霊れ
い

像ぞ
う

な
リ 

往む
か

昔し

建け
ん

武む

二
年
（
一
三
三
五
）
同
郡

山
田
村
に
富
者
あ
り 

一
子
痿い

癖ざ
り

な
れ
ば
父
母
之こ

れ

を

悲
か
な
し

み
薬や

く

師し

如に
ょ

来ら
い

を
信

仰

し
ん
こ
う

せ
し
が

或あ
る

時と
き

戌
亥

い
ぬ
い

の
方か

た

に
光

明

こ
う
み
ょ
う

の
天て

ん

に
昇
る

の
ぼ
る

あ
り 

怪
あ
や
し

み
尋た

ず

ね
到
れ
ば
盤ば

ん

石せ
き

の
上
に
尊そ

ん

像ぞ
う

の
惣こ

つ

現げ
ん

し
給た

ま

ふ
を
見
て
感か

ん

涙る
い

肝き
も

に
銘め

い
し

直
た
だ
ち

に
草そ

ん

堂ど
う

を
建こ

ん

立
り
ゅ
う

し
尊

像

そ
ん
ぞ
う

を
安
置

あ
ん
ち

し

奉
た
て
ま
つ

り
て
祈き

念ね
ん

せ
し
に

忽
た
ち
ま

ち
歩
行

ほ
こ
う

自
由

じ
ゆ
う

の
人
と
な
り
た
り 

遠

近

え
ん
き
ん

伝つ
た

へ
聞き

き
て
信

心

し
ん
じ
ん

せ

ざ
る
者も

の

な
し
是こ

れ

浜は
ま

薬や
く

師し

の
起
源

き
げ
ん

に
て
其そ

の

盤ば
ん

石せ
き

は
来ら

い

迎こ
う

石せ
き

と

称
し
ょ
う

し
今い

ま

猶な
お

堂ど
う

前ぜ
ん

に
あ

り 

其そ
の

頃こ
ろ

一
人

ひ
と
り

の
白し

ろ

子こ

あ
り
此こ

の

尊そ
ん

像ぞ
う

を
祈
り

い
の
り

如
來

に
ょ
ら
い

出

現

し
ゅ
つ
げ
ん

の
浜は

ま

に
出い

で
て

潮
う
し
お

に
浴あ

み

せ
し

に
日ひ

毎ご
と

に
身し

ん

休た
い

麗
う
る
わ

し
く
紅こ

う

顔が
ん

と
な
り
け
れ
ば
人

々

ひ
と
び
と

不
思
議

ふ

し

ぎ

に
思
い

お
も
い

潮し
お

湯と
う

浴じ

の
功こ

う

あ
る

事こ
と

を
知
る

し

る

に
至い

た

る 

今い
ま

の
海

水

浴

か
い
す
い
よ
く

と
言い

う
は
此こ

の

如に
ょ

來ら
い

出
し
ゅ
つ

現げ
ん

の
霊れ

い

跡せ
き

よ
り
始は

じ

ま
れ
り 

寛
永
（
一
六
二
四
～
一
六
四
四
）
年
中
法ほ

う

橋
き
ょ
う

宗そ
う

貞て
い

氏し

難な
ん

病
び
ょ
う

平へ
い

癒ゆ

の
御お

ん

礼れ
い

に
再

建

さ
い
け
ん

せ

し
が
今が

の
堂ど

う

は

明

洽

め
い
ひ
ろ
し

初

年

し
ょ
ね
ん

の
建

立

こ
ん
り
ゅ
う

な
り 

第だ
い

九
き
ゅ
う

世せ
い

即そ
く

州
し
ゅ
う

和お

尚
し
ょ
う

或あ
る

夜よ

の
夢ゆ

め

に
如に

ょ

来ら
い

枕じ
ん

上
じ
ょ
う

に
現

れ

あ
ら
わ
れ

給た
ま

い

汝
な
ん
じ

に

一
ひ
と
つ

の
秘ひ

法ほ
う

を
授じ

ゅ
与よ

す
べ
し
瘡そ

う

毒ど
く

の
人ひ

と

に
用よ

う

ひ
よ
と
告つ

げ

給た
ま

ふ 

是こ
れ

如に
ょ

来ら
い

夢む

想そ
う

の
最

初

さ
い
し
ょ

な
り 

明め
い

治じ

維い

新し
ん

後ご

は
政
府

せ
い
ふ

の
規
則

き
そ
く

に
従

い

し
た
が
い

医い

王お
う

丸が
ん

と
改
め
て

あ
ら
た
め
て

梅ば
い

毒ど
く

一い
っ

切さ
い

の
人

々

ひ
と
び
と

に
用も

ち

い
如い

何か

な
る

難

症

な
ん
し
ょ
う

に
て
も

必
か
な
ら

ず
全

快

ぜ
ん
か
い

し
て
霊れ

い

験け
ん

の

著
い
ち
じ
る

し
き
は

普
あ
ま
ね

く
人ひ

と

の
知
る

し

る

所
と
こ
ろ

な
り 

此こ
の

他ほ
か

に
赤せ

き

痢り

痢り

病
び
ょ
う

中
ち
ゅ
う

暑し
ょ

下げ

痢り

等と
う

を
治じ

す
る
名め

い

薬や
く

あ
り
梅

毒

ば
い
ど
く

と
痢

病

り
び
ょ
う

と
の
二ふ

た

方い
ろ

を
以も

っ
て
世よ

に
大
野
浜は

ま

薬や
く

師し

の
夢む

想そ
う

と

称
し
ょ
う

す 

是こ
れ

縁
起

え
ん
ぎ

の
大

略

た
い
り
ゃ
く

な
り 

大
野
町 

 

海
音
寺 

（
注
）痿い

癖ざ
り 

： 

し
び
れ
病
、
戌い

ぬ

亥い 

： 

西
北
、 

白し
ろ

子こ 

： 

白は
く

皮ひ

症
し
ょ
う

者
、 

瘡そ
う

毒ど
く 

: 

悪
性

の
で
き
も
の
、 

痢り

病
び
ょ
う 

: 

下げ

痢り

を
伴
う
病
気
、 
中

暑

ち
ゅ
う
し
ょ 

： 

暑し
ょ

気き

あ
た
り 
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が少なく区別をつけやすかったと考えられる。江戸時代中期に薬師如来像の返還を何回も求めても 拒 絶
きょぜつ

され続けたが、

江戸時代末期に大野浜薬師如来像とは明らかに異なる小さな薬師如来像が返還された。この薬師如来像は、 鑑 定
かんてい

に

よると江戸時代末期に製作されたものと推定されている。 

 

それをきっかけに信心深い下笠の人達によって、海音寺の人達と交流が始まり、今年も９月７日（現在は９月１２日に近

い休日）に下笠薬師堂の例祭が海音寺住職の磯谷興村師を始め 門
もん

徒
と

衆
しゅう

を招き、下笠区民の慰
い

霊
れい

と平和と安全を

祈って 厳
おごそ

かに 務
つと

められている。また、毎年１１月３日に海音寺においても同様の儀式が行われ、下笠からも大勢で参

拝している。特に海音寺においては、６０年毎に大野浜薬師如来の御
ご

開
かい

帳
ちょう

儀
ぎ

式
しき

が盛大に行われる。この次の御開帳

は西暦 207２年（令和 5４年）になる。 

 

下笠薬師堂は、毎年大 晦 日
おおみそか

から元日にかけて大勢の参拝者で 賑
にぎ

わい、皆さんで除夜の鐘を鳴らし、それぞれの希

望をお願いする機会となっている。  
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１０． 市
いち

場
ば

千
せん

軒
けん

の石碑
せきひ

 

笠郷校下の南西部、下笠字 懐
ふところ

の田んぼの中に「市場千軒之 霊
れい

」と 刻
きざ

まれた石碑が昭和二十七年（1952）に建

てられた。 裏
うら

には八百年位前、 大
おお

跡
あと

新
しん

田
でん

(サラダコスモ工場付近、 宝 暦
ほうれき

年間（1751－1763）までは池であった)

の東から下笠にかけて、市場千軒という集落があって、家も 沢
たく

山
さん

あり市場も 繁
はん

盛
じょう

していたと記されている。 

一方、栗笠の東はずれには今も市神神社があり、 享 保
きょうほう

十七年（１７３２）頃からこの付近で、六
ろく

斎
さい

市
いち

という市が毎

月六回、日をきめて開かれていたことが記されているが、市場千軒はそれよりもずっと昔のことである。津
つ

屋
や

川
がわ

の下流

から 下 池
しもいけ

に入り、この地へ通ずる 船
ふな

路
みち

（川を利用した水路）によって品物が集められたと思われる。養老町から根古

地や今尾を結ぶ、津島街道の完成は江戸時代になってからなので、水上交通に便利な水系があったことが栄えた理由

であったと思われる。 

しかし、 元
げん

亀
き

年間（１５７０〜７２）伊
い

勢
せ

長
なが

島
しま

（現在の三重県桑名市、伊勢国と尾張国の境界付近）を中心とした地域

で 浄
じょう

土
ど

真
しん

宗
しゅう

（ 一
いっ

向
こう

宗
しゅう

）本願寺門徒らが蜂起
ほうき

した一向一揆
いっき

が激しくなり、織田信長との間で大きく分けて三度に

渡る 激
はげ

しい合戦が起こっている。この時の戦火の広がりによって火災にあい、市場千軒の集落は 殆
ほとん

ど灰になってしま

ったと伝えられている。人々は他の土地へ移ってしまって今では名前だけになっているが、下笠には今でも上市場・下市

場という小
こ

字
あざ

名
めい

が残っている。 

 

平安時代末期(１１５０年頃)に市場が始まり戦国時代に信長に焼き討ちされるまで（１５７０年頃）の、町の発展や繁栄

の様子を 伺
うかが

い知るものは何も残っていない。昭和二十七年（1952）に、先祖の霊をなぐさめ昔のことを 偲
しの

び伝えるた

めに、構と懐の人たちが協力してこの碑を建てた。  

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%89%E9%87%8D%E7%9C%8C
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%A1%91%E5%90%8D%E5%B8%82
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BC%8A%E5%8B%A2%E5%9B%BD
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B0%BE%E5%BC%B5%E5%9B%BD
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9C%AC%E9%A1%98%E5%AF%BA
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%80%E5%90%91%E4%B8%80%E6%8F%86
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%B9%94%E7%94%B0%E4%BF%A1%E9%95%B7
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１１．あほ 除
よげ

 （除 ： 輪中の内側の役目がなくなった小堤防） 

あほ除は 明 暦
めいれき

２（1656）年に 築
きず

かれた。 押
おし

越
こし

村から下笠村にかけては 幕 府 領
ばくふりょう

、尾 張 藩
おわりはん

領、高須
たかす

藩領などが

入り組む土地であった。そのため、あほ除は尾張藩と高須藩の立ち合いのもと、口 ヶ 島
くちがしま

、西岩道、岩道、下笠、 中 島
なかじま

な

どを水害から守る目的で作られた。この除は養老山地の勢 至 谷
せいしだに

からの水を 金 草 川
かなくさがわ

に流してもいるので、勢至谷 請
うけ

堤
てい

防
ぼう

ともいわれた。除の高さは押越村を守るため、押越村の宅地の高さまでとされている。除跡は現在も押越地区に

残っており、厳重に維持されている。 

「江戸時代から出水の度に除番が置かれていたが、輪中に浸水することはなく、その役目を果たすことがなかったので

「あほ除」と呼ばれるようになった」という話が伝わっている。  
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１２． 下
しも

笠
がさ

輪 中
わじゅう

 

江戸時代より昔の西濃地方は、土地が低い上に大きな川がいくつもつながり合って 網
あみ

の目のように流れていました。

土地が低く水につきやすい所では、村の周りを 堤
つつみ

で囲って、水が入らないようにして田や家を守りました。ちょうど

村々が堤の輪の中へ入ったように見えるので輪中と言いました。昔の笠郷は 栗
くり

笠
がさ

・ 船
ふな

附
つき

・大野・ 下
しも

笠
がさ

・ 上
かみ

之
の

郷
ごう

の

五つの村がぐるりと輪中 堤
てい

防
ぼう

に取り囲まれた「下笠輪中」の中にありました。今でも輪中堤の 面
おも

影
かげ

がところどころに

残っています。下笠輪中は伊
い

尾
び

川より西では最も古い輪中で、江戸時代の初期に原型は完成しました。また下笠輪中は

金草川、牧田川、伊尾川、津
つ

屋
や

川に囲まれたひとまわり大きな輪中（多
た

藝
ぎ

輪中）の中にも入っています。このように、大き

な輪中の中に更に小さな輪中が含まれたものを 複
ふく

合
ごう

輪中といいます。昔の人の水とのたたかいや苦労がしのばれます。 

下笠輪中は低湿地の 開
かい

墾
こん

であったので、排水に苦労しました。下笠輪中内の栗笠、船付、大野、下笠、五ケ村のう

ち上之郷村を除き、他の四ケ村だけが合同して「除」（輪中の中の小さい堤防）を巡らし排水路をつくりました。これが下

笠輪中 悪
あく

水
すい

落
おち

江
え

です。この悪水落江は、根
ね

古
こ

池
じ

輪中、 釜
かま

段
だん

輪中、小
こ

坪
つぼ

輪中などの境を借地して、全長２，６００間 

（約４，７００㍍） 小坪で津屋川へ排水しました。寛文１１年（１６７１） と翌年にかけて関係する八地区間で、いわゆる「八

通 証
しょう

文
もん

」が取
とり

交
か

わされました。この証文により、落江の保
ほ

全
ぜん

には笠郷に絶対的責任があり、江
え

代
だい

米
まい

や藻
も

刈
かり

につい

ての取り決めがなされたが、 幕
ばく

府
ふ

直
ちょっ

轄
かつ

高
たか

須
す

藩
はん

領
りょう

の上之郷は除外されている。江代米とは輪中の悪水を落水す

るにあたり、川や江を借りる 為
ため

にその面積に応じて課
か

せられる 年
ねん

貢
ぐ

米
まい

のことである。また、藻刈とは川の 清
せい

掃
そう

を意

味する。この落江は現在の五
ご

三
さん

川で、下笠 鼻
はな

ヶ
が

橋
し

と小坪
こつぼ

間２６００ 間
けん

（約４．７ｋｍ）を通して津
つ

屋
や

川へ落とすように人

工的に掘った水路である。  
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１３．野崎の 忠
ちゅう

魂
こん

碑
ひ

 

この忠魂碑は、大正４年（1915）に、下笠字野崎地区の先人を慰
い

霊
れい

するために、大正天皇の御
ご

即
そく

位
い

記念の事業とし

て野崎組中の人々が参加して 建
こん

立
りゅう

されました。碑
ひ

文
ぶん

は杭
こう

陽
よう

敬
けい

書
しょ

の 銘
めい

がある。 

裏面碑文に「御即位記念大正四年 仲 秋
ちゅうしゅう

建設、下笠青年会野崎支部会員 発
ほっ

起
き

、野崎組中」と書かれている。野崎

では日露戦争で多数の戦死者が出たので、その 冥
めい

福
ふく

を祈る慰
い

霊
れい

碑
ひ

として 建
こん

立
りゅう

された。後に支
し

那
な

事
じ

変
へん

、太平洋戦

争の戦死者も 合
ごう

祀
し

(複数を一緒に 祀
まつ

ること)されている。 

 

○ 忠
ちゅう

魂
こん

碑
ひ

 ： 郷土出身の戦没者の慰霊・顕彰のために設けた記念碑的な性格のものであり、神式、仏式など特定の

宗教とのかかわりは本来希
き

薄
はく

であるが、年代を経るに従いその性格が変わる碑も存在する。  
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１４．新道記念碑 

養老町上之郷と養老町下笠をつなぐ、県道225線沿いに新道記念碑と 刻
きざ

まれた石碑が建っている。 

大正四年（1915）に大正天皇の御即位を記念して上之郷と下笠の間に新道が作られた。幅二 間
けん

（3.6ｍ）、長さ約一

千間（約1,800m）で当時としては立派なものであった。今の県道小
お

倉
ぐら

・ 烏
からす

江
え

・大垣線の一部となっているが改修が

重ねられている。ただ、明治の地図をみると、 既
すで

にそれらしい道が描かれているので、新設ではなく、改良だったかもし

れない。ちなみに、この頃、養老町はまだなく、この辺りは笠郷村であった。(養老 町
ちょう

制
せい

施
し

行
こう

は昭和２９年（１９５４年）、

同年１１月３日に 合
がっ

併
ぺい

した。)  
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１５．七里
しちり

 不 着
ふちゃく

 

生 年：  天明元年（1781）生 

没 年：  文久
ぶんきゅう

元年（1861）５月１５日没 

出身地：  養老町下笠 

 

名は 豊
とよ

次
じ

郎
ろう

、 不 着
ふちゃく

と 号
ごう

した(本名の他に別名を名乗る)。俳人である。 

七里家は江戸幕府の代官 石原
いしはら

清左衛門
せいざえもん

一重
かずしげ

が、元和
げんな

元年（１６１５）に下笠村に陣屋
じんや

（仕事をする役所、屋敷）を

構えた時からの家来であったが、 元禄
げんろく

十二年（１６９９）陣屋が 廃止
はいし

され、石原氏は四日市へ移ったので、帰農
きのう

(再び農

業に戻ること)して被官
ひかん

百姓
ひゃくしょう

（有力農民に身分的、経済的に従っていた農民）と 控地
ひかえち

(予備地
よびち

)を支配していた。不

着は 温厚
おんこう

でよく父母に 仕
つか

え、幼時から学に志し、 経書
けいしょ

( 儒教
じゅきょう

の中心書物)を 耽 読
たんどく

（夢中になって読む）し、俳句、

和歌を 嗜
たしな

んだ（愛好した）。また、仏法に深く信じて、東本願寺に 赴
おもむ

いたり、 参禅
さんぜん

したり、修行につとめた。晩年は

京都に住み、 雲華院
うんげいん

大含
だいがん

（江戸後期の浄土真宗の僧、真宗大谷派の学僧、現 大谷大学の学長職を務める）と親交

を重ね、また 九条
くじょう

関白
かんぱく

尚忠
ひさただ

の 別殿
べつでん

普請
ふしん

(別の宮殿建設)にも 功 労
こうろう

（大きな功績と、それに伴う労苦）があったの

で、尚忠から「世にまれの齢にあまる八十年へて老いせぬかけの栄ともみむ］の懐紙
かいし

をおくられている。 

 

また不着の俳句に、以下のものがある。 

「 掃
そう

除
じ

した 跡
あと

へころりと 落葉かな」 

「 蕣
あさがお

に あさ起こしたる 男かな」  
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１６．田中
たなか

 長右衛門
ちょうえもん

 

生 年：  文化四年（1807）頃生 

没 年：  明治二十二年（1889）八月三十一日没 

出身地：  養老町下笠 

 

懐
ふところ

の人。 旭松庵
きょくしょうあん

静和坊
せいわぼう

と号した。 俳 人
はいじん

である。 

美濃再和派十三世 道統
どうとう

（その流派を 統 率
とうそつ

する人）の魯
ろ

松
しょう

庵
あん

に師事し、十四世道統の耕
こう

月
げつ

庵
あん

と同時代に活躍

した。耕月庵が道統 継承
けいしょう

の賀筵
がえん

（お祝い 酒宴
しゅえん

の席）を本巣北方の西 運 寺
さいうんじ

で 催
もよお

した時、全国から 参
さん

会
かい

した 風
ふう

士
し

（詩歌・書画などが趣味の人）や 近隣
きんりん

の雅
が

客
かく

（詩文や芸能を愛好する人）から寄せられた俳句集「 蘭
らん

の 薫
かおり

」はじ

め、「 墨
すみ

直
なおし

集
しゅう

」の中に、静和坊の作品か記載されている。 

魯松庵は 度
たび

重
かさ

ねて静和坊宅を 訪
おとず

れ 宿 泊
しゅくはく

した記録もあり、魯松庵の作品も保存されている。また、養老寺本堂

前に以下の 奉納
ほうのう

句碑がある。 

（表） 萍
うきくさ

や 登々
と ど

満類処
まるところ

に 花の咲く 

下笠 旭松庵 静和坊 

（裏） 明治十二年（1879）卯六月 

下笠村 田中泰造 重政 

（※田中長右衛門の生年について、山ロー易「 萍
うきくさ

（長右工門）句碑のことども」「養老町の文化財」第百号（1997）の静和坊自筆

句集のおわりに記される「明治三年、六十三才」を参考とした。）  
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１7．伊藤
いとう

 重松
じゅうまつ

 

生 年：  明治三十年（1897）５月２０日生 

没 年：  昭和四十一年（1966）8 月２４日没 

出身地：  養老町下笠 

 

三ッ屋の人。 篤農
とくのう

家（農業に熱心で研究的な人）として知られ、戦時中・戦後の食糧難時代に対して土づくりに励ん

だ。米の増産に 尽力
じんりょく

し、 諸方
しょほう

（さまざまな場所）に招かれて稲作の指導にあたった。戦前戦後の食糧の少ない時に、

硫安
りゅうあん

（硫酸アンモニウム）を用いた栽培法を考え、県内外の人々に伝えた。 

戦争で 食糧難
しょくりょうなん

になると硫安が少量ながら配給された。その硫安をどのように有効に使ったら米がたくさん取れる

かという研究があちこちでなされた。笠郷地区の篤農家（とくのうか）の 双璧
そうへき

は、三ツ屋の重松氏と上之郷の 川口
かわぐち

銀蔵
ぎんぞう

氏であった。普段二人とも行き来はないがお互いに意識はしていたようだ。 

ライバル関係だった二人の農法はぜんぜん違っていた。 

海津はもちろん三重県あたりからの広範囲にわたって農業関係者は重松氏のところに研究に来ていた。 

重松氏の農法は最初土地の実力を試すために無肥料で苗を植えて、ある程度成果を見た。その後、1 本の苗からたくさ

ん増やした苗を、実力のある田には少し、実力のない田には多めに与えて様子を見た。それからある程度 分
ぶん

蘖
げつ

（茎の

根に近い節から新しく茎が発生すること）させて、穂の出る前に追肥
ついひ

を補った。そうすることで 力葉
ちからば

という、最後に出る

葉が大きくなって実の方に入らない。その結果僅かの肥料で米の多収穫が可能になった。 

重松氏は息子が農業をやるのに対して絶対にやり方を命令するようなことはなかった。自分が知識を吸収するのに貪欲

で視察に来た方の後をついて回ってあれこれ聞いているくらいだった。 

当時多くの農業の研究者が来たにも関わらず、重松氏は自身の研究成果をまとめた文献は残していない。全部口伝え

だった。重松氏の教え子が稲の標本をたくさん集めてみえたが水害で全部流れてしまった。 

農業の研究者といっても重松氏のところに来た方たちはみな普通の農家の人々だった。 

昭和三十七年（1962）に教えを受けた人々により、伊藤重松の石像と「 耕
こう

得
とく

天
てん

真
しん

」と刻まれた石像が立てられた。

「耕得天真」とは一生の 信条
しんじょう

を表わしたものであり、伊藤重松の自作熟語である。 

 

□ 耕得天真：「田畑を耕すようにせっせと働いて生計の資産を得て、自然のまま飾り気なく生きる」ことと思われる。 
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１8．小
お

野
の

 文
ぶん

五
ご

郎
ろう

  

生 年：  嘉永四年（１８５１）６月２３日生 

没 年：  昭和四年（１９２９）２月１８日没 

出身地：  養老町下笠 

下笠の人である。 長
なが

年
ねん

にわたって笠郷 村
そん

議
ぎ

会
かい

議
ぎ

員
いん

の他多くの役職を兼ね、その 闊
かっ

達
たつ

(広い心を持ち細かなこ

とに制限されない)な性格と 才
さい

腕
わん

（ 物 事
ものごと

を巧
たく

みに処理する才能と 手
しゅ

腕
わん

）により郷土民の 信
しん

望
ぼう

厚
あつ

く、広く行政に多
た

大
だい

の貢
こう

献
けん

をした。特に輪中の治
ち

水
すい

事業及び 悪
あく

水
すい

排
はい

除
じょ

・土地改良事業には 献
けん

身
しん

的
てき

に 尽 力
じんりょく

した。 

小坪に五三組合 排
はい

水
すい

機
き

を 設
せっ

置
ち

するにあたっては、東
とう

奔
ほん

西
せい

走
そう

寝
しん

食
しょく

を忘れて事
こと

にあたり、彼の先見の明と行

政的 手
しゅ

腕
わん

は高く評価せられた。この排水機は、当時としては 最
さい

新
しん

鋭
えい

の 蒸
じょう

気
き

機
き

関
かん

を使用したもので、その大きな

排水量は人々を 驚 嘆
きょうたん

させ、わざわざ見物に来るものが多かったものである。この排水機の設置によって笠郷村の 冠
かん

水
すい

の不安は 解
かい

消
しょう

し二毛作が可能となり、 食
しょく

糧
りょう

増産が大いに進み、又、土地改良工事も進められるようになった。 

その 葬
そう

儀
ぎ

は、笠郷 村
そん

葬
そう

として盛大に行われ、その遺徳
いとく

（死後にまで残るその人の立派な 業 績
ぎょうせき

）をしのぶ人達の

多くの 会
かい

葬
そう

者があった。  
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１9． 立
りっ

心
しん

第一小学校 

明治６年（1873）下笠村中嶋の浄雲寺を借り受け仮に立
りっ

心
しん

第一小学校を開校、大野村に立心第三小学校、栗笠村

に 勉
べん

旃
せん

義校、船附村に 修
しゅう

文
ぶん

義校が創立せられた。明治政府はこの頃全国で学校制度を始めており、資金的に余

裕はなかった。そのため学校建設資金は地域からの寄付金によることが多く、義校の義は寄付を意味し愛知県、岐阜県

で多く存在した。明治８年（187５）石原清左衛門屋敷跡に立心第一小学校校舎を新築し、明治１９年（1886）下笠尋常

小学校、及び小笠簡易小学校と改称した。 

明治２４年（1891）１０月２８日、濃尾大地震による校舎全壊のため、下笠村和田の小野久八氏住宅を仮校舎としてい

る。明治２６年（189３）８月新校舎新築。敷地面積は７０４．２坪、運動場は３１５坪、校舎は１８１坪（教室 １０４坪、廊下２５

坪）の広さであった。 

明治３４年（1901）、小学校の規模は次の通りである。 

校下戸数 ３８１戸、  人口 １，９３２人 (男９７５人、 女９５７人) 

在籍児童数 １年 ４８人 (男１６人、 女３２人) 

２年 ４６人 （男１９人、 女２７人） 

３年 ４１人 （男２５人、 女１６人） 

４年 ４５人 （男２７人、 女１８人） 

計 １８０人 (男８７人、 女９３人) 

明治４１年（1908）４月、尋常科第５学年を新設、明治４２年（190９）４月、尋常科第６学年を新設 

明治４４年（19１1）、小学校の規模は次の通りである。 

在籍児童数 １年 ４３人 (男２３人、 女２０人) 

２年 ４５人 （男２３人、 女２２人） 

３年 ５３人 （男２４人、 女２９人） 

４年 ３６人 （男２０人、 女１６人） 

５年 ４７人 （男２４人、 女２３人） 

６年 ２３人 （男１４人、 女９人） 

計 ２４７人 (男１２８人、 女１１９人) 

大正７年４月１日 笠郷尋常高等小学校の設置により、立心小学校は 廃
はい

校
こう

となる 

   校下戸数  ８００戸、   人口  ４４３５人（男２２１８人、女２２１５人） 

尋常科 ６２３人（男２９４人、女３２９人） 

１年 １１９人（男６３人，女５６人）、 

２年 ９５人（男４０人，女５５人） 

３年 １０８人（男５０人，女５８人） 

４年 １１０人（男４７人，女６３人） 

５年 １０７人（男５６人，女５１人） 

６年 ８４人（男３８人，女４６人） 

   高等科 ４３人（男３１人、女１２人） 

１年 ２９人（男２０人，女９人）、 

２年 １４人（男１１人，女３人）、 

合計  ６６６人（男３２５人，女３４１人） 

大正８年５月２８日 新校舎建築 立
りっ

柱
ちゅう

式
しき

（基礎工事後、主要な柱を建てる時に行う 祓
はら

い清めの儀式）を挙
きょ

行
こう

 

大正９年２月２日 全校、新校舎において授業開始 

昭和１６年４月１日 笠郷国民学校と改称 

昭和２２年４月１日 学制改革により高等科を廃止して、中学校として分離し、笠郷村立笠郷小学校と 改
かい

称
しょう

 

   校下戸数  ８５７戸、   人口  ４４１７人（男２１８６人、女２２３１人） 

児童数 ５７０人（男２９２人、女２７８人） 

１年 １１１人（男５３人，女５８人）、 
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２年 ８４人（男４６人，女３８人） 

３年 ７４人（男３６人，女 3８人） 

４年 ９７人（男４６人，女５１人） 

５年 ９４人（男５７人，女３７人） 

６年 １１０人（男５４人，女５６人） 

昭和２９年１１月３日 町村合併により養老町立笠郷小学校と改称 

昭和３１年１０月 校舎新築校地拡張（校舎 ７２７坪、運動場 １７３９坪、校地 ３４８０坪） 

昭和５９年１０月１１日 笠郷小学校校舎新築工事起工式 

（元笠郷中学校跡地、鉄筋コンクリート造、３階建、建築面積 ３２７６㎡） 


